
兜芝ペックマン･ガス分析器 (LB-1).班芝ペッ

クマン放苅分析計(E-2).多用途監視洪LLTZ(8ch.

脳波,心馬匹),呼吸.子宮収縮.休弧など測定可偲)

○幸島野外放察施投

ジープ.ポー ト

○サル類保位飼育管理施投

温皮記録計 (12打点,0-50oC),動作記録計.市場

皮記録計, トータルカウンター,フレームフォトメー

ター,電気泳動装置.ショランダーガス分析法m,班

光分光 皮々計,分光々皮計,自動直示天秤,位相差倒

立和故銃.人工気象宝 (OoC～40oC可変),pHメー

ター.ディープフリーザー

4.研究活動

癌態基礎研究部門

近藤四郎 ･岩木光雄 ･岡円守彦

波辺 奴

研 究 概 要

1)霊長類の姿朝･およびロコモーションの生機構学的研

究い

近藤四郎 ･岡田守彦 ･早川的治2)

1.訓練された霊長叛の各種姿勢 ･ロコモーションを

形態 ･生態学的側石と開通させつつ,身休各部の迅

動,筋活軌 力学的要因等の両から総合的 に分析

し,柾問比較およびヒトや他の四足動物との比較を

行なっている｡

2.テレメーターを用いて,フl)-な巡軌切掛 こおけ

る肪活動を定皿的にとらえるための･予も芯研究｡

2)マカタの形怨と休温調節の関連性について31

間trI守彦 ･近臓凹郎

1.ニホンザルの体表面功を実測し.休丑より体表両

税の推定を試みた｡

2.ニホンザル ･アカゲザル ･カニクイザル ･タイワ

ンザル等マカタ類の寒冷血管反応をしらべ比較考察

を行なっている｡

3)ニホンザルに関する形質人知学的研究

岩 本 光 雄

現生ニホンザルの形質を,できるだけ種内変異を考血

に入れて,生休計hTl,皮膚降線系の調査,その他の方法

にもとづいて明らかにし,また日木における化石17カク

i)石口英文 (茄大 ･班)との共同研究

2)文斑紋甘

さ)丑分布突 くサル類保郎飼育管Pl!施設) との共同研

究｡

についても若干の研究を北めている｡氾終的には,マカ

タのl柾としてのニホンザルの形17的特赦を明らかにす

るとともに.この和の系統発生学的成立について考察す

ることを目的としている｡

4)_S長期の運動特比のキネシオロジー的研光

岡 lTl 守 法

認良知の動作,袈IrI.スキル苛を支える迅動特性を肪

TTii図によるキネシオロジーのClrJ面よりin求し,ヒトとの

比較を行なうことを目的としている｡

5)霊長類下肢の形態学lrJ研究

渡 辺 出
移動様式としての直立二足/jL･行性の班得がホミニItf-

ションの過程において,節一義的役割りをはたしたこと

が近年,次第に明らかにされてきた｡直立二足非行がい

かにして独得されたかを明らかにするためには,現生FlB
長矧 こおける種々の移動様式と下肢構造のBEI適を調べ化

石盟艮Xfiの移動様式を考察する必要がある｡このような

旭点から,現在温良湖の下肢とくに骨幻;とそれに付かす

る筋の比較脈別学的研允をおこなっている｡

研究光袈 (1971咋4月～1972年3月)

翰 文

1)ニホンザルの Bipcdalism について

近藤凹郎 ･石山英実

〔盗妙シンポジウム論文ui,209-216(1971),姿勢

研究所⊃

2)姿勢保f引こおける肪凸氾

l.'qm q: 荏

〔同上 25-36〕

3)MorphologicalstudiesofAlacacLTFtJSCata:ⅤⅠ･

Somatometry

Mitsuolwamoto

lPrimates,12:151-174(1971)]

4)静岡県岩水寺および愛知牛川より山土のマカク化石

について- 主として歯の大きさにもとづく形態学

的考察-

岩本光雄 ･高井冬二

〔人yl学雑誌,80:1-10(1972)〕

5)Twomacaquefossilteethfrom theJapanese

pleistocene.

M.IwalllOtOandY.Hasegawa

lPn'maEe･S,13:77-81(1972)]

6)抑ケ坪追跡川土の人冊について

江F,i咽辞･改辺奴

〔柳ケ坪迫帆 22-24(1971),愛知iT.l<TR.Zf,ITfl牧口委

El企〕

学 会 発 表

1)ニホンザルの体表面机
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登倉尋実 ･岡田守彦 ･近藤四郎

辞25回日本人類学全日本民族学会連合大会 (1971)

2)等尺性筋張カー筋電図振幅関係の成長による差異に

ついて

岡 凹 守 彦

îC25回日本人知学会日本民族学会連合大会 (1971)

3)TuJ･al'aglisの非行様式について

岩本光雄 ･富凹 守

田16回プ リマーテス研究会 (1972)

4)マカクの放色体研究

平井百村 ･岩本光雄

節16回プ])マーチス研究会 (1972)

5)マカクサルの避冷血管反応

岡田守彦･立食尋突 ･近藤四郎

餌16回プリマ-テス研究会 (1972)

神経生理研究部門

時夫利彦 ･久保 田競

二木宏明 ･松波謙一

研 究 杜 要

1)前頭茄の扱他の神経生理学的研究

時災利彦 ･久保田奴 ･二木宏明 ･酒井正樹1)

Ll木随茂2)

肌iZql炎がm与している行動の一つである遅延交代反応

をアカゲザルに学田させ,その時の前頭粟主構部,尾状

紘,祝抹滞内8llj核などのニョーロン活動を解析して ｢行

政の神経生班学的扱梢｣を明らかにしようとしている｡

2)馳忠迎動の発現挽序の研究

1.随意迎助発現における運動野の役割

久保田競 ･弓矢治秀3)

肪からの1朋牧を断った状態 (後根切断)で音を条

件刺激として手でバルーンをにぎるという防卸条件

反応を学習させ運動野の経路細胞,非錐体細胞と筋

活動の仙閑々係をしらべている｡なお,関係する細

胞活動がみられた場合.その部位で微弱電流を流し

ておこる肪迅動をしらべ対応させている｡

2.眼球迎軌Jya現に関与する中枢機構の解析

松 波 謙 一

日光址 および学習性の眼球運動 (水平,垂直方

向)と棚関のある視床内.外部のニューロン活動の

性Ti-をしらべ,限電団 (EOG)とユニットとの時

間関係から眼球運動に対 して穴す役割を考えてい

る｡

1)京都大学大学院生

2)日本学術振興会 昭和46年度流動研究員

3)京都大学大学院生

研究発表 (1971年4月～1972年3月)

論 文

1)Prefrontalcorticalunitactivityanddelayed

alternation performance inmonkeys.

K.Kubotaandll.Niki

⊂J.NeuT･oPhysz'oZ.,34:337-347(1971)〕

2)Precentralcorticalunitactivityandjaw mov-

ementinchronicmonkeys.

〔InR.DubnerandK.Y.Kawamura(eds.)⊃

KubotaandH.Niki

Oral-FacialSensoryandMotorMechaTZl'sms.

Appleton･Century-Crofts,NewYork.365-379,

(1971)⊃
3)Saccadiceyemovmentandneuronsinthe

ccntralgrayareajnawakemonkeys.

Ken-ichiMatsunami

lBrainRes.,38:217-221(1972)]

4)Delayedalternationperformanceandunitactト

Yityofthecaudatehead andmedialorbito-

lrontalgyrusinthemonkey.

lLNiki.M.SakaiandK.Kubota

〔Bral'TZRes.,38:343-353(1972)〕

学 会 発 尭

1)サルの遅延反応時の視床背内側核と尾状核の細胞活

動

久保田競 ･二木宏明 ･後確昭 ･酒井正樹

節48回日本生理学会 (1971)

2)Onneuronalactivitiesolprefrontalcortex,caud-

atenucleusand thalamicdorsomedialnucleus

inrhesusmonkey.

KisouKubota

lnasymposium "ThefroLaZgranularcortex

alZd behavior''organized byJ.Konorskiat

JablonnanearWarsaw,Poland2-6August.

(1971).

3)サルの随意運動とニューロン活動について

久保凹 克亮

シンポジウム ｢随意運動と脳活動｣

抑20回El本脳波学会総会 (1971)

心理研究部門

主伏靖子 ･波辺允子

浅野俊夫 ･小嶋祥三

研 究 概 要

1)霊長矧 こおける視覚 ･聴覚に関する各種絶対開放お

よび弁別閲値の測定

宝伏杓子 ･浅野俊夫 ･波辺允子

4-


